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日
本
原
子
力
学
会
の
専
門
委
員
会
は
、
地
球
環
境

問
題
に
対
す
る
原
子
力
発
電
の
潜
在
的
能
力
の
活

用
と
役
割
に
つ
い
て
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
な
ど

の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
定
量
的
調
査
を
行
い
、
九
月
四

日
に
最
終
報
告
書
を
発
表
し
た
。
日
本
が
地
球
環
境

問
題
へ
の
対
策
強
化
を
図

り
、
世
界
の
持
続
可
能
な

発
展
へ
の
実
現
に
貢
献
す

る
上
で
、
安
全
・
信
頼
性

を
高
め
た
原
子
力
発
電
技

術
は
極
め
て
重
要
な
技
術

選
択
肢
と
の
考
え
か
ら
、

同
報
告
書
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
電
力
市
場
、
放
射
性
廃
棄
物

を
巡
る
諸
課
題
も
含
め
提
言
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

地
球
環
境
問
題
の
観
点
か
ら
、
今
回
の
調
査
で

は
、
原
子
力
の
環
境
価
値
に
つ
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
選
択
モ
デ
ル
に
よ
る
分
析
・
評
価
を
行
っ
た
。

二
〇
五
〇
年
ま
で
に
日
本
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

を
八
割
削
減
す
る
た
め
の
原
子
力
の
将
来
シ
ナ
リ

オ
と
し
て
、
既
設
炉
の
運
転
期
間
を
六
〇
年
と
し

て
新
増
設
を
行
わ
な
い
「
基
準
シ
ナ
リ
オ
」
と
、

二
〇
五
〇
年
ま
で
現
状
の
設
備
容
量
を
維
持
す
る

「
維
持
シ
ナ
リ
オ
」
を
想
定
。「
基
準
シ
ナ
リ
オ
」

で
は
、
設
備
容
量
が
二
〇
五
〇
年
に
二
千
万
ｋ
Ｗ

に
ま
で
縮
小
し
、
電
力
供
給
に
お
け
る
原
子
力
発

電
へ
の
依
存
度
が
徐
々
に
低
下
す
る
。
分
析
の
結

果
、
二
〇
五
〇
年
の
日
本
の
総
発
電
量
に
占
め
る

原
子
力
発
電
比
率
は
「
基
準
シ
ナ
リ
オ
」
で
九
％
、

「
維
持
シ
ナ
リ
オ
」
で
一
八
％
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
の
電
源
構
成
を
み
る

と
、「
維
持
シ
ナ
リ
オ
」
の
方
が
、
太
陽
光
発
電
、

風
力
発
電
（
陸
上
）、同
（
洋
上
）
の
導
入
量
で
、「
基

準
シ
ナ
リ
オ
」
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
二
千
三
百
万

ｋ
Ｗ
、
千
百
万
ｋ
Ｗ
、
三
千
二
百
万
ｋ
Ｗ
減
少
し

て
お
り
、
原
子
力
発
電
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資
が
大
幅
に
抑
制

で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
二
酸
化
炭

素
排
出
削
減
に
要
す
る
コ
ス
ト
に
関
し
、
両
シ
ナ

リ
オ
と
も
、
二
〇
四
〇
年
代
後
半
か
ら
急
上
昇
す

る
試
算
結
果
を
示
し
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
二
酸

化
炭
素
排
出
八
割
削
減
を
達
成
す
る
こ
と
は
経
済

的
に
み
て
容
易
で
は
な
い
と
し
て
、
既
存
技
術
と

新
技
術
を
最
大
限
活
用
し
た
経
済
的
合
理
性
の
あ

る
二
酸
化
炭
素
削
減
に
向
け
、
原
子
力
発
電
は
経

済
的
に
二
酸
化
炭
素
削
減
を
達
成
す
る
上
で
重
要

な
オ
プ
シ
ョ
ン
と
指
摘
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
原
子

力
技
術
先
進
国
と
し
て
日

本
は
、
技
術
開
発
を
一
層

強
化
し
、
安
全
性
を
さ
ら

に
高
め
た
原
子
力
発
電
所

の
新
増
設
・
リ
プ
レ
ー
ス

を
実
現
す
べ
き
と
し
、
新

興
国
に
お
け
る
開
発
も
通
じ
地
球
環
境
問
題
へ
の

国
際
貢
献
も
期
待
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
他
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
調
達
に
お

け
る
リ
ス
ク
に
向
け
、
一
．
ど
の
よ
う
な
環
境
下

で
も
安
定
的
出
力
が
期
待
、
二
．
短
期
・
長
期
で

燃
料
備
蓄
効
果
に
よ
り
燃
料
供
給
途
絶
に
も
強

靭
、
三
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
を
抑
制
、
四
．

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
資
源
の
有
効
利
用
が
可

能
、
な
こ
と
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
貢
献
で
き
る
重
要
な
選
択
肢
と
、
原
子
力
の
有

効
性
を
述
べ
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、

両
市
の
特
徴
あ
る
企
業
（
そ
の
二
）
に
つ
い
て
述

べ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
に
本
社
を
置
く
オ
ー
ス
ト
リ
ア

連
邦
鉄
道
は
、
一
九
二
三
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国

有
鉄
道
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
に

主
要
子
会
社
五
社
を
傘
下
に
持
つ
連
邦
政
府
出
資

の
国
有
持
株
会
社
に
改
組
さ
れ
た
。
二
〇
〇
八
年

か
ら
運
転
を
開
始
し
た
超
特
急
レ
ー
ル
ジ
ェ
ッ
ト

は
、
ウ
ィ
ー
ン
と
国
内
主
要
都
市
の
他
、
プ
ラ
ハ
、

ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
な
ど

隣
国
の
大
都
市
に
直
通
す
る
。
国
内
の
各
都
市
と

国
外
の
都
市
を
結
ぶ
国
際
特
急
列
車
ユ
ー
ロ
シ

テ
ィ
、
国
際
夜
行
寝
台
特
急
列
車
ユ
ー
ロ
ナ
イ
ト
、

急
行
列
車
、
快
速
列
車
、
普
通
列
車
、
ウ
ィ
ー
ン

や
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
な
ど
の
近
郊
を
走
る
都
市
近
郊

列
車
や
国
内
に
多
く
の
バ
ス
路
線
も
運
行
し
、
管

理
路
線
総
延
長
は
約
五
千
七
百
キ
ロ
で
あ
る
。
旅

客
数
は
年
間
約
二
・
七
億
人
、
バ
ス
運
行
部
門
の
旅

客
数
は
年
間
約
二
億
人
、
従
業
員
は
約
四
万
人
、

売
り
上
げ
は
約
八
千
六
百
億
円
の
規
模
を
誇
る
。

　

一
方
、
京
都
の
日
本
電
産
は
、
永
守
重
信
氏
が

一
九
七
三
年
に
西
京
区
で
創
業
し
て
、
精
密
小
型

モ
ー
タ
の
製
造
・
販
売
を
開
始
し
た
の
が
始
ま

り
。
七
九
年
に
世
界
に
先
駆
け
て
実
用
化
し
た
ブ

ラ
シ
レ
ス
Ｄ
Ｃ
モ
ー
タ
に
よ
る
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

の
直
接
駆
動
方
式
は
、
そ
の
後
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
小
型
化
に
寄
与
。
以
降
も
、
世
界
初
、
世
界
最

小
な
ど
独
自
の
製
品
を
世
に
送
り
続
け
、
精
密
小

型
か
ら
超
大
型
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
モ
ー
タ
と
そ
の

周
辺
機
器
へ
と
製
品
領
域
を
拡
大
し
、
家
電
製
品

や
自
動
車
、
商
業
・
産
業
機
器
な
ど
の
分
野
に
貢

献
し
て
い
る
。
従
業
員
は
約
十
一
万
七
千
人
、
売

り
上
げ
約
一
兆
五
千
億
円
。「
情
熱
、
熱
意
、
執
念
」

「
知
的
ハ
ー
ド
ワ
ー
キ
ン
グ
」「
す
ぐ
や
る
、
必
ず

や
る
、
で
き
る
ま
で
や
る
」
の
三
つ
を
経
営
哲
学

と
し
て
い
る
。
南
区
に
あ
る
本
社
ビ
ル
は
高
さ
が

一
〇
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
京
都
市
で
一
番
高
い

（
二
位
は
伏
見
区
の
京
セ
ラ
本
社
ビ
ル
の
九
五
メ
ー

ト
ル
）
。
両
社
と
も
国
内
ば
か
り
で
な
く
、
国

際
的
に
も
幅
広
く
事
業
展
開
し
て
い
る
の
が
似

て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
ウ
ィ
ー
ン
駐
在
時

に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
連
邦
鉄
道
の
国
際
夜
行
寝
台

特
急
に
乗
っ
て
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
京
都
」
と
称

さ
れ
る
ク
ラ
ク
フ
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ

れ
ま
で
、
ま
た
現
在
も
使
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン

や
車
で
は
日
本
電
産
の
製
品
を
使
っ
て
い
る
。

両
市
の
特
徴
あ
る
企
業
に
ま
つ
わ
る
話
を
紹
介

で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
筆
者
が
ク
ラ
ク

フ
で
ス
ケ
ッ
チ
し
た
聖
マ
リ
ア
教
会
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
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杉本純の原子力の話Ⅱ 「ウィーンと京都」 の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています ：  http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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オーストリアの新型コロナウイルス感染状況 2020 年 10 月１日 15:00 現在
オーストリアでの検査数 163 万 6573 名、感染確認４万 6193（ウィーン 16634・住民 10 万人につき 876.63）名、
感染者比男性 52％女性 48％、病状者 8408（ウィーン 4484）名、感染確認が陽性で入院せず 7915 名、
使用可能な普通病床 7061 ベッド／使用 395 ベッド、使用可能な集中治療 650 ベッド／使用 98 ベッド、
届け出のあった死亡 802 ／感染によると確認された死亡 781（ウィーン 249）名、死亡者比男性 57％女性 43％、
回復 3 万 6476（ウィーン１万 1685）名　© Bundesministerium für Soziales, Gesundheit, Pflege und Konsumentenschutz

https://www.jaif.or.jp/journal/japan/4135.html

（エピデミックカーヴ）
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journal/japan/4529.html


